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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　油相、水相、及び、自発的に閉鎖小胞体を形成する両親媒性物質により形成された閉鎖
小胞体又は水酸基を有する重縮合ポリマーの粒子を含み、前記閉鎖小胞体又は前記重縮合
ポリマーの粒子が前記油相及び前記水相の界面に粒子として介在する、エアゾール作製用
乳化組成物。
【請求項２】
　前記油相は、親水基と疎水基とを有する高分子化合物を含む、請求項１に記載のエアゾ
ール作製用乳化組成物。
【請求項３】
　固体表面適用用のエアゾール剤を作製するための、請求項１又は２に記載のエアゾール
作製用乳化組成物。
【請求項４】
　Ｎ２、ＣＯ２、Ｎ２Ｏ、ブタン、プロパン、ジメチルエーテル及びフロロカーボンから
なる群から選択される１種以上である噴射剤とともにエアゾール剤を作製するための、請
求項１～３いずれか１項に記載のエアゾール作製用乳化組成物。
【請求項５】
　請求項１～４いずれか１項に記載の乳化組成物からなる原液と、噴射剤とを含む、エア
ゾール剤。
【請求項６】
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　前記噴射剤は、Ｎ２、ＣＯ２、Ｎ２Ｏ、ブタン、プロパン、ジメチルエーテル及びフロ
ロカーボンからなる群から選択される１種以上である、請求項５に記載のエアゾール剤。
【請求項７】
　固体表面適用用である、請求項５又は６に記載のエアゾール剤。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、エアゾール作成用乳化組成物、及びエアゾール剤に関する。
【背景技術】
【０００２】
　エアゾール剤は、化粧品、医薬品等の人体用品、芳香剤、消臭剤等の家庭用品、殺虫剤
等の様々な用途で使用されている。
【０００３】
　従来、エアゾール剤における原液に用いられる乳化組成物は、界面活性剤により乳化さ
れたものが使用されており、例えば、特許文献１には、油相、水相、界面活性剤、及び炭
素原子数が１～３の低級アルコールを含む乳化組成物からなる原液と、噴射剤とを含むエ
アゾール剤が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第３３９９５７８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、従来のエアゾール剤に替わる、乳化組成物の乳化安定性に優れた新規なエア
ゾール剤、及び、エアゾール作成用乳化組成物を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明者らは、エアゾール剤の原液に、自発的に閉鎖小胞体を形成する両親媒性物質に
より形成された閉鎖小胞体、又は水酸基を有する重縮合ポリマーの粒子を用いて乳化した
乳化組成物を用いることで、エアゾール剤における乳化組成物の乳化状態が安定すること
を見出し、本発明を完成するに至った。より具体的には、本発明は、以下のようなものを
提供する。
【０００７】
　（１）　油相、水相、及び、自発的に閉鎖小胞体を形成する両親媒性物質により形成さ
れた閉鎖小胞体又は水酸基を有する重縮合ポリマーの粒子を含む、エアゾール作成用乳化
組成物。
【０００８】
　（２）　前記油相は、親水基と疎水基とを有する高分子化合物を含む、（１）に記載の
エアゾール作成用乳化組成物。
【０００９】
　（３）　（１）又は（２）に記載の乳化組成物からなる原液と、噴射剤とを含む、エア
ゾール剤。
【００１０】
　（４）　固体表面適用用である、（３）に記載のエアゾール剤。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、従来のエアゾール剤に替わる、乳化組成物の乳化安定性に優れた新規
なエアゾール剤、及び、エアゾール作成用乳化組成物を提供するこができる。
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【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】エアゾール剤の調製４で調製したエアゾール剤を顕微鏡により観察した画像を示
す図である。（ａ）は、Ｓ系のＷ／Ｏ三相乳化組成物を顕微鏡で観察した画像を示し、（
ｂ）は、表１４のＢ系ストックソリューション又はＳ系ストックソリューションの替わり
に水を用いて調製された、Ｂ系ストックソリューション又はＳ系ストックソリューション
を含まない組成物を顕微鏡で観察した画像を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の具体的な実施形態について詳細に説明するが、本発明は以下の実施形態
に何ら限定されるものではなく、本発明の目的の範囲内において、適宜変更を加えて実施
することができる。
【００１４】
　＜エアゾール剤＞
　本発明のエアゾール剤は、油相、水相、及び、自発的に閉鎖小胞体を形成する両親媒性
物質により形成された閉鎖小胞体又は水酸基を有する重縮合ポリマーの粒子を含む、乳化
組成物からなる原液と、噴射剤とを含む。本発明のエアゾール剤は、これにより、乳化組
成物の乳化安定性に優れる。また、本発明のエアゾール剤は、噴射して固体表面に付着し
た際に、付着性に優れる。なお、本発明のエアゾール剤とは、容器に収容された状態のも
のと、容器に収容されていない状態のもののいずれも含むものである。
【００１５】
　従来のエアゾール剤における乳化組成物は、その乳化に界面活性剤が使用されていた。
ここで、界面活性剤とは異なる乳化機構として、三相乳化法が知られている。界面活性剤
による乳化は、界面活性剤の有する親水性部分を水相に、疎水性部分を油相に配向させ、
界面張力を弱めることによって乳化される。これに対し、三相乳化では、界面活性剤では
なく、自発的に閉鎖小胞体を形成する両親媒性物質により形成された閉鎖小胞体又は水酸
基を有する重縮合ポリマーの粒子を用いるところ、この閉鎖小胞体又は重縮合ポリマーの
粒子は、油相及び水相の界面に粒子として介在し、分子間力によって油相に吸着し、水相
―乳化分散剤相―油相の三相構造を形成することによって、乳化するものである。上記の
とおり、従来は、界面活性剤を用いた乳化組成物が、エアゾール剤における原液として使
用されていたが、このように、界面活性剤による乳化と、三相乳化による乳化とは、全く
異なる乳化機構を有するものであるため、三相乳化による乳化組成物を、エアゾール剤に
おける原液として用いた際に、想定できない事象の発生が考えられ、どのような乳化安定
性を奏するのかは、全く予想がつくものではない。しかしながら、本発明者らは、三相乳
化による乳化組成物を、エアゾール剤の原液として使用可能であり、しかも、三相乳化に
よる乳化組成物を原液として使用されたエアゾール剤が、乳化組成物の乳化安定性に優れ
ることを見出した。
【００１６】
　また、従来の界面活性剤を用いた乳化の場合、油や機能性顆粒を水に乳化分散させる場
合には、油のＨＬＢ値等に応じて界面活性剤を選択し、乳化分散を行う必要がある。しか
も、Ｗ／Ｏ型エマルションを作成する場合と、Ｏ／Ｗ型エマルションを作成する場合とで
は、油の所要ＨＬＢ値が異なるため、それぞれに応じて油の所要ＨＬＢ値を選択する必要
があり、更に、１種の界面活性剤では、乳化安定性（例えば、熱安定性、経時安定性）が
充分でないため、複数の界面活性剤を併用して使用する必要がある。しかし、本発明のエ
アゾール剤は、三相乳化法を用いることで、乳化組成物の乳化安定性に優れるため、油の
ＨＬＢ値にかかわらず、乳化状態が安定化しやすい。また、閉鎖小胞体又は重縮合ポリマ
ーの粒子を１種単独で使用しても、乳化状態が安定化しやすい。また、界面活性剤は、生
分解性が低く、泡立ちの原因となり、環境の観点から好ましくないが、本発明のエアゾー
ル剤によると発泡することなく、界面活性剤を使用せずとも、安定に乳化を行うことがで
きる。
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【００１７】
　また、本発明のエアゾール剤は、従来の界面活性剤に比較して、噴射時における固体表
面に対する付着性が高い。その理由は、三相乳化の場合は乳化用の閉鎖小胞体又は重縮合
ポリマーの粒子が単分子でなく、対称性をもっている粒子であるため油滴表面と固体表面
の両方に付着することによると推察される。したがって、本発明のエアゾール剤は、固体
表面適用用であることが好ましい。
【００１８】
　（乳化組成物）
　本発明における乳化組成物は、油相、水相、及び、自発的に閉鎖小胞体を形成する両親
媒性物質により形成された閉鎖小胞体又は水酸基を有する重縮合ポリマーの粒子を含み、
本発明のエアゾール剤における原液を構成するものである。
【００１９】
　乳化組成物の構造は、特に限定されず、Ｏ／Ｗ型のエマルション構造であってもよく、
Ｗ／Ｏ型のエマルション構造であってもよい。
【００２０】
　本発明における油相に含まれる油は、特に限定されないが、例えば、炭化水素油、エス
テル油、高級アルコール、高級脂肪酸、油脂類、シリコーン油等が挙げられる。これらの
うち、炭化水素油、エステル油が好ましい。特に、炭化水素油は、極性が低く、Ｗ／Ｏ型
エマルションの場合、乳化状態を安定化させるのが難しいが、本発明のエアゾール組成物
は、乳化組成物の乳化安定性に優れるため、炭化水素油を乳化安定化しやすい。このこと
から、炭化水素油を用いることが好ましい。これらは単独で使用してもよく、２種以上を
併用してもよい。
【００２１】
　炭化水素油としては、特に限定されないが、例えば、流動パラフィン、スクワラン、ス
クワレン、セレシン等が挙げられる。これらのうち、流動パラフィンが好ましい。これら
は単独で使用してもよく、２種以上を併用してもよい。
【００２２】
　エステル油は、特に限定されないが、例えば、リンゴ酸ジイソステアリル、ミリスチン
酸イソプロピル、パルミチン酸エチルヘキシル、パルミチン酸オクチル、イソパルミチン
酸オクチル、イソノナン酸イソノニル、イソノナン酸イソトリデシル、ラウリル酸メチル
ヘプチル、ラウリン酸ヘキシル、トリ（カプリル酸／カプリン酸）グリセリル、トリエチ
ルヘキサノイン、ジカプリン酸ネオペンチルリコール、オクタン酸セチル、ステアリン酸
イソセチル、イソステアリン酸イソプロピル、オレイン酸イソデシル、トリ２－エチルヘ
キサン酸グリセリル、テトラ２－エチルヘキサン酸ペンタエリスリット、コハク酸２－エ
チルヘキシル、セバシン酸ジエチル等が挙げられる。これらのうち、安定に乳化しやすい
ことから、リンゴ酸ジイソステアリル、ミリスチン酸イソプロピルが好ましい。これらは
単独で使用してもよく、２種以上を併用してもよい。
【００２３】
　高級アルコールは、特に限定されないが、例えば、イソステアリルアルコール、オクチ
ルドデカノール、オレイルアルコール等が挙げられる。これらは単独で使用してもよく、
２種以上を併用してもよい。
【００２４】
　高級脂肪酸は、特に限定されないが、例えば、イソステアリン酸、オレイン酸等が挙げ
られる。これらは単独で使用してもよく、２種以上を併用してもよい。
【００２５】
　油脂類としては、特に限定されないが、例えば、ホホバ油、オリーブ油、ツバキ油、ト
ウモロコシ油、ミンク油、アボガド油、サザンカ油、ヒマシ油、サフラワー油、ヒマワリ
油、アルモンド油、ナタネ油、ゴマ油、大豆油等が挙げられる。これらは単独で使用して
もよく、２種以上を併用してもよい。
【００２６】
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　シリコーン油は、特に限定されないが、例えば、メチルポリシロキサン、ジメチルポリ
シロキサン、メチルフェニルポリシロキサン、メチルハイドロジェンポリシロキサン、オ
クタメチルシクロテトラシロキサン、デカメチルシクロペンタシロキサン、ドデカメチル
シクロヘキサシロキサン等が挙げられる。これらは単独で使用してもよく、２種以上を併
用してもよい。
【００２７】
　本発明においてＷ／Ｏ型エマルションの場合、油相の誘電率は、例えば、誘電率が２．
１以上であれば特に限定されないが、１１以下であることが好ましく、３．０～７．５で
あることがより好ましく、３．１～４．０であることが更に好ましい。なお、油相の誘電
率は、液体用誘電率計 Ｍｏｄｅｌ８７１（日本ルフト（株）製）によって測定する。Ｏ
／Ｗ型エマルションの場合、油相の誘電率は、特に限定されない。
【００２８】
　本発明における乳化組成物全体の質量に対する油の含有量は、特に限定されず、乳化組
成物の形態や目的に応じて、適宜選択することができる。例えば、Ｏ／Ｗ型のエマルショ
ン構造である場合、流動性の観点から噴霧しやすいのは７０質量％以下であることが好ま
しく、５０質量％以下であることがより好ましい。また、Ｗ／Ｏ型のエマルション構造で
ある場合、２５質量％以上であることが好ましく、５０～９５質量％であることがより好
ましく、７０～９０質量％であることが更に好ましい。
【００２９】
　本発明における閉鎖小胞体又は重縮合ポリマーの粒子は、乳化性能に極めて優れる。こ
のため、乳化組成物における水の量は、０．１～９５質量％の範囲から幅広く選択するこ
とができ、乳化組成物の形態や油相の量に応じて適宜設定することができる。例えば、Ｏ
／Ｗ型のエマルション構造である場合、３０質量％以上であることが好ましく、５０質量
％以上であることがより好ましい。また、Ｗ／Ｏ型のエマルション構造である場合、７５
質量％以下であることが好ましく、５～５０質量％であることがより好ましく、１０～３
０質量％であることが更に好ましい。
【００３０】
　本発明において、閉鎖小胞体又は重縮合ポリマーの粒子の他、使用の態様においては界
面活性剤や他の乳化剤を併用して含んでもよく、含まなくてもよい。乳化組成物中の界面
活性剤の含有量は、特に限定されず、例えば、乳化組成物全体の質量に対して１０質量％
以下（５質量％以下、１質量％以下、０．１質量％以下、０．０５質量％以下、０．０１
質量％以下等）にすることができる。
【００３１】
　本発明における閉鎖小胞体は、自発的に閉鎖小胞体を形成する両親媒性物質により形成
される。閉鎖小胞体を形成する両親媒性物質としては、下記の一般式１で表されるポリオ
キシエチレン硬化ひまし油の誘導体もしくは一般式２で表されるようなジアルキルアンモ
ニウム誘導体、トリアルキルアンモニウム誘導体、テトラアルキルアンモニウム誘導体、
ジアルケニルアンモニウム誘導体、トリアルケニルアンモニウム誘導体、又はテトラアル
ケニルアンモニウム誘導体のハロゲン塩の誘導体を採用するとよい。
【００３２】
　一般式１
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【化１】

【００３３】
　式中、エチレンオキシドの平均付加モル数であるＥは、３～１００である。Ｅが過大に
なると、両親媒性物質を溶解する良溶媒の種類が制限されるため、親水性ナノ粒子の製造
の自由度が狭まる。Ｅの上限は好ましくは５０であり、より好ましくは４０であり、Ｅの
下限は好ましくは５である。
【００３４】
　一般式２
【化２】

【００３５】
　式中、Ｒ１及びＲ２は、各々独立して炭素数８～２２のアルキル基又はアルケニル基で
あり、Ｒ３及びＲ４は、各々独立して水素又は炭素数１～４のアルキル基であり、ＸはＦ
、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ又はＣＨ３ＣＯＯである。
【００３６】
　あるいは、リン脂質やリン脂質誘導体等を採用してもよい。リン脂質としては、下記の
一般式３で示される構成のうち、炭素鎖長１２のＤＬＰＣ（１，２－Ｄｉｌａｕｒｏｙｌ
－ｓｎ－ｇｌｙｃｅｒｏ－３－ｐｈｏｓｐｈｏ－ｒａｃ－１－ｃｈｏｌｉｎｅ）、炭素鎖
長１４のＤＭＰＣ（１，２－Ｄｉｍｙｒｉｓｔｏｙｌ－ｓｎ－ｇｌｙｃｅｒｏ－３－ｐｈ
ｏｓｐｈｏ－ｒａｃ－１－ｃｈｏｌｉｎｅ）、炭素鎖長１６のＤＰＰＣ（１，２－Ｄｉｐ
ａｌｍｉｔｏｙｌ－ｓｎ－ｇｌｙｃｅｒｏ－３－ｐｈｏｓｐｈｏ－ｒａｃ－１－ｃｈｏｌ
ｉｎｅ）が採用可能である。
【００３７】
　一般式３

【化３】

【００３８】
　また、下記の一般式４で示される構成のうち、炭素鎖長１２のＤＬＰＧ（１，２－Ｄｉ
ｌａｕｒｏｙｌ－ｓｎ－ｇｌｙｃｅｒｏ－３－ｐｈｏｓｐｈｏ－ｒａｃ－１－ｇｌｙｃｅ
ｒｏｌ）のＮａ塩又はＮＨ４塩、炭素鎖長１４のＤＭＰＧ（１，２－Ｄｉｍｙｒｉｓｔｏ
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ｙｌ－ｓｎ－ｇｌｙｃｅｒｏ－３－ｐｈｏｓｐｈｏ－ｒａｃ－１－ｇｌｙｃｅｒｏｌ）の
Ｎａ塩又はＮＨ４塩、炭素鎖長１６のＤＰＰＧ（１，２－Ｄｉｐａｌｍｉｔｏｙｌ－ｓｎ
－ｇｌｙｃｅｒｏ－３－ｐｈｏｓｐｈｏ－ｒａｃ－１－ｇｌｙｃｅｒｏｌ）のＮａ塩又は
ＮＨ４塩を採用してもよい。
【００３９】
　一般式４
【化４】

【００４０】
　両親媒性物質としては、ポリオキシエチレン硬化ひまし油、ジラウロイルグルタミン酸
リシンＮａ、ポリグリセリン脂肪酸エステルが好ましい。また、両親媒性物質は、１種の
みを単独で使用してもよく、２種以上を併用してもよい。特に、噴射剤に圧縮ガスである
ＣＯ２を使用した場合、乳化状態が安定化しにくいが、ポリグリセリン脂肪酸エステルを
用いることで、乳化状態を安定化させやすい。この観点で、ポリグリセリン脂肪酸エステ
ルを用いることが好ましい。
【００４１】
　水酸基を有する重縮合ポリマーは、特に限定されず、天然高分子又は合成高分子のいず
れであってもよく、用途に応じて適宜選択されてよい。ただし、安全性に優れ、一般的に
安価である点で、天然高分子が好ましく、乳化機能に優れる点で以下に述べる糖ポリマー
がより好ましい。なお、粒子とは、重縮合ポリマーが単粒子化したもの、又はその単粒子
同士が連なったもののいずれも包含する一方、単粒子化される前の凝集体（網目構造を有
する）は包含しない。重縮合ポリマーは、１種のみを単独で使用してもよく、２種以上を
併用してもよい。
【００４２】
　糖ポリマーは、セルロース、デンプン等のグルコシド構造を有するポリマーである。例
えば、リボース、キシロース、ラムノース、フコース、グルコース、マンノース、グルク
ロン酸、グルコン酸等の単糖類の中からいくつかの糖を構成要素として微生物が産生する
もの、キサンタンガム、アラビアゴム、グァーガム、カラヤガム、カラギーナン、ペクチ
ン、フコイダン、クインシードガム、トラントガム、ローカストビーンガム、ガラクトマ
ンナン、カードラン、ジェランガム、フコゲル、カゼイン、ゼラチン、デンプン、コラー
ゲン、シロキクラゲ多糖類等の天然高分子、メチルセルロース、エチルセルロース、メチ
ルヒドロキシプロピルセルロース、カルボキシメチルセルロース、ヒドロキシメチルセル
ロース、ヒドロキシプロピルセルロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、ヒドロ
キシエチルセルロース、ステアロキシヒドロキシプロピルメチルセルロース、カルボキシ
メチルセルロースナトリウム、アルギン酸プロピレングリコールエステル、セルロース結
晶体、デンプン・アクリル酸ナトリウムグラフト重合体、疎水化ヒドロキシプロピルメチ
ルセルロース等の半合成高分子、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドン、カルボ
キシビニルポリマー、ポリアクリル酸塩、ポリエチレンオキシド等の合成高分子が挙げら
れる。糖ポリマーは、１種のみを単独で使用してもよく、２種以上を併用してもよい。
【００４３】
　糖ポリマー粒子は、寒天等の多糖類混合物、ヒドロキシエチルセルロース、ステアロキ
シヒドロキシプロピルメチルセルロース、カルボキシメチルセルロース、カルボキシメチ
ルセルロース、グァーガム、又はこれらの塩を用いることが好ましい。特に、噴射剤とし
て液化ガスであるジメチルエーテルを使用した場合、乳化状態が安定化しにくいが、ステ
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アロキシヒドロキシプロピルメチルセルロースを用いることで、乳化状態を安定化させや
すい。この観点で、ステアロキシヒドロキシプロピルメチルセルロースを用いることが好
ましい。
【００４４】
　本発明における乳化組成物の内相の平均粒径は、特に限定されず、例えば、０．００１
μｍ以上であってもよいが、本発明における乳化組成物は、三相乳化によるものであるた
め、界面活性剤を利用した従来の乳化と比較すると、平均粒径の大きさを幅広い範囲にす
ることが可能である。油相の平均粒径は、目的や用途に応じて適宜設定してもよいが、例
えば、エアゾール剤を付着を目的として使用する場合、内相の平均粒径は、５００μｍ以
下であることが好ましく、２５０μｍ以下であることがより好ましく、１００μｍ以下で
あることが更に好ましい。なお、内相の平均粒径は、濃厚系対応粒径アナライザーＦＰＡ
Ｒ－１０００（大塚電子（株）製）により、測定する。
【００４５】
　本発明における閉鎖小胞体又は重縮合ポリマー粒子は、エマルション形成前では平均粒
径８ｎｍ～８００ｎｍ程度であるが、Ｏ／Ｗ型エマルション構造においては平均粒径８ｎ
ｍ～５００ｎｍ程度である。これらの調製方法は、特許第３８５５２０３号等に開示され
るとおり、従来公知であるため、省略する。
【００４６】
　閉鎖小胞体又は重縮合ポリマー粒子の量は、油相の量に応じて適宜設定されてよく、特
に限定されないが、合計で０．０００１～５質量％であってよい。これにより、エアゾー
ル剤の使用前の乳化状態を良好に維持することができる。従来の界面活性剤と異なり、閉
鎖小胞体又は重縮合ポリマー粒子は優れた乳化特性を有するため、５質量％以下（具体的
には、４質量％以下、３質量％以下、２質量％以下、１．０質量％以下、０．７５質量％
以下）という少量でも、乳化状態を維持することができる。なお、上記量は、いずれも固
形分含量である。
【００４７】
　本発明における乳化組成物は、従来のエアゾール剤における乳化組成物に含まれるいず
れの公知の成分を含んでもよい。例えば、親水基と疎水基とを有する高分子化合物を油相
に含むことにより、親水基が水相を向き、疎水基が油相を向くことによって、エアゾール
剤における乳化組成物の安定性が優れることから、親水基と疎水基とを有する高分子化合
物を油相に含むことが好ましい。この親水基と疎水基とを有する高分子化合物は、特に限
定されず、例えば、脂肪酸基を有するデキストリン、脂肪酸基を有するイヌリン等の脂肪
酸基を有する糖、アクリル酸－アルキル（メタ）アクリレートコポリマー等のアクリル酸
やメタクリル酸を有するポリマー等が挙げられるが、これらのうち、脂肪酸基を有するデ
キストリン、アクリル酸－アルキル（メタ）アクリレートコポリマーが好ましい。また、
脂肪酸基を有するデキストリンの脂肪酸基の炭素数は、特に限定されず、例えば、１～３
０であってもよいが、好ましくは、４～２８であり、より好ましくは、８～２４であり、
更に好ましくは、１０～２２であり、パルミチン酸デキストリン又はミリスチン酸デキス
トリン使用することが最も好ましい。
【００４８】
　親水基と疎水基とを有する高分子化合物の乳化組成物中の含有量は、特に限定されず、
例えば、０．０１～２０質量％であってもよい。ただし、少量しか用いずとも乳化組成物
の安定効果が高く、また、多量に用いすぎると、乳化組成物の粘度が上昇しすぎ、エアゾ
ール剤のための使用に適さない。これらのバランスから、親水基と疎水基とを有する高分
子化合物の乳化組成物中の含有量は、乳化組成物全体の質量に対して、５質量％以下であ
ることが好ましく、３質量％以下であることがより好ましく、１質量％以下であることが
更に好ましい。
【００４９】
　本発明における油相全体における油の含有量は、特に限定されないが、例えば、１０質
量％以上（２０質量％以上、３０質量％以上、４０質量％以上、５０質量％以上、６０質
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量％以上、７０質量％以上、８０質量％以上、９０質量％以上、９５質量％以上等）であ
ってもよく、油相を油のみで構成してもよい。
【００５０】
　上述のとおり、本発明における乳化組成物の粘度は特に限定されず、例えば、噴射剤の
種類や、エアゾール剤の用途に応じて、適宜設定することができる。
【００５１】
　また、本発明における乳化組成物は、上記以外の成分の他、香料、ｐＨ調整剤、防腐剤
、増粘剤、着色剤、抗酸化剤等を含んでもよい。しかし、特にこれに限定されず、含まな
くてもよい。なお、目的に応じて、増粘剤として、上記の親水基と疎水基とを有する高分
子化合物を用いてもよい。
【００５２】
　乳化組成物は、閉鎖小胞体又は重縮合ポリマー粒子を含む分散液と、油性成分とを混合
してＯ／Ｗ型又はＷ／Ｏ型エマルションを形成することで調製することができる。水溶性
の任意成分は、乳化前に添加してもよく、Ｏ／Ｗ型の場合は乳化後に添加してもよい。
【００５３】
　（噴射剤）
　噴射剤としては、特に限定されないが、圧縮ガス、液化ガス又はこれらの混合ガスを用
いることができる。
【００５４】
　圧縮ガスとしては、特に限定されないが、例えば、Ｎ２、ＣＯ２、Ｎ２Ｏ等を使用して
もよく、あるいは、空気等の複数のガスの混合物を使用することができる。ＣＯ２を用い
た場合、乳化組成物の乳化状態を安定化しにくくなるが、本発明のエアゾール剤は乳化組
成物の乳化安定性に優れることから、ＣＯ２を用いても乳化状態が安定である。このこと
から、圧縮ガスとしては、ＣＯ２を使用することも可能である。
【００５５】
　圧縮ガスの圧力は、特に限定されないが、例えば、高圧ガス保安法で規定されていると
おり、３５℃で１ＭＰａ未満、かつ、常用温度で１ＭＰａ未満とすることができる。
【００５６】
　液化ガスとしては、特に限定されないが、例えば、ブタン、プロパン、ジメチルエーテ
ル、フロロカーボン、液化石油ガス等が挙げられる。これらは、単独で使用してもよく、
２種以上を併用してもよい。これらのうち、ジメチルエーテルを用いた場合、乳化組成物
の乳化状態を安定化にくくなるが、本発明のエアゾール剤は乳化組成物の乳化安定性に優
れることから、ジメチルエーテルを用いても乳化状態が安定である。
【００５７】
　液化ガスの含有量は、特に限定されず、例えば、液化ガスと原液との合計質量に対し、
１～９０質量％であってもよい。液化ガスの量を多くすると、乳化状態を安定化しにくく
なるが、本発明のエアゾール剤は乳化組成物の乳化安定性に優れることから、液化ガスの
量を多くしても、乳化状態を安定化しやすい。液化ガスの量を多くしすぎると、乳化状態
を安定化できなくなることから、液化ガスの含有量の上限は、液化ガスと原液との合計質
量に対し、９５質量％以下であることが好ましく、９０質量％以下であることがより好ま
しく、８５質量％以下であること更に好ましい。
【００５８】
　（エアゾール剤の製造方法）
　本発明におけるエアゾール剤の製造は、常法にしたがって行うことができる。例えば、
準備した乳化組成物からなる原液を、容器に加え、これに噴射剤を充填することで行うこ
とができる。
【００５９】
　エアゾール剤を充填する容器は、特に限定されず、従来の公知のエアゾール剤の容器と
して使用できるものを使用することができる。例えば、金属、樹脂、ガラス等の材質のも
のを使用することができる。また、必要に応じて、バルブ、アクチュエーター、キャップ
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【００６０】
　（用途）
　本発明のエアゾール剤の用途は、特に限定されず、例えば、人体用品（化粧品、医薬部
外品、医薬品等）、家庭用品（芳香剤、消臭剤、防水剤、撥水剤、洗濯糊、除草剤、衣類
用防虫剤、防炎剤、除菌剤、クリーナー）、殺虫剤（空間殺虫剤、ゴキブリ殺虫剤、殺ダ
ニ剤等）自動車用品（防曇剤、解氷剤等）、工業用品（塗料、接着剤、防錆剤等）、ペッ
ト用品、スポーツ用品、食品等に用いることができる。本発明のエアゾール剤は、上述の
とおり、固体表面に対する付着性に優れる。このことから、本発明のエアゾール剤は、固
体表面適用用に用いられることが好ましく、具体的には、化粧品、医薬部外品、防水剤、
撥水剤、洗濯糊、除草剤、除菌剤、クリーナー、ゴキブリ殺虫剤、殺ダニ剤、防曇剤、解
氷剤、塗料、接着剤、防錆剤、忌避剤（人体用忌避剤、動物用忌避剤等）等に用いること
が好ましい。
【００６１】
　＜エアゾール作成用乳化組成物＞
　本発明は、油相、水相、及び、自発的に閉鎖小胞体を形成する両親媒性物質により形成
された閉鎖小胞体又は水酸基を有する重縮合ポリマーの粒子を含むエアゾール作成用乳化
組成物を包含する。
【００６２】
　本発明のエアゾール作成用乳化組成物は、上述のエアゾール剤における乳化組成物を用
いることができる。
【実施例】
【００６３】
　＜エアゾール剤の調製１＞
　（Ｏ／Ｗ三相乳化組成物からなる原液の調製）
　［閉鎖小胞体を含む系（Ｂ系）のＯ／Ｗ三相乳化組成物からなる原液の調製］
　５質量％ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油、又は５質量％ジステアリン酸デカグリセリ
ルの閉鎖小胞体の分散液を調製した。これら分散液に、以下の表１に示す処方になるよう
に、流動パラフィン、水を加えて攪拌し、各々のＢ系のＯ／Ｗ三相乳化組成物からなる原
液を調製した。なお、本明細書における「Ｂ系ストックソリューション」とは、閉鎖小胞
体の分散液のことを指す。
【００６４】
【表１】

【００６５】
　［重縮合ポリマー粒子を含む系（Ｓ系）のＯ／Ｗ三相乳化組成物からなる原液の調製］
　０．１質量％ヒドロキシエチルセルロース、又は０．１質量％ステアロキシヒドロキシ
プロピルメチルセルロースの溶液から、各々の重縮合ポリマー粒子の分散液を調製した。
これら分散液に、表２に示すとおりの処方となるように、流動パラフィン、水、ヒドロキ
シエチルセルロースを加えて攪拌し、各々のＳ系のＯ／Ｗ三相乳化組成物からなる原液を
調製した。なお、本明細書における「Ｓ系ストックソリューション」とは、重縮合ポリマ
ー粒子の分散液のことを指す。
【００６６】
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【００６７】
　（噴射剤の充填）
　［圧縮ガスの充填］
　調製したＢ系又はＳ系のＯ／Ｗ三相乳化組成物からなる原液を、耐圧ガラス瓶に収容し
、次いで、Ｂ系又はＳ系のＯ／Ｗ三相乳化組成物からなる原液２０ｇに対してＮ２、ＣＯ

２又はＮ２Ｏの圧縮ガスの圧力が、２５℃において０．２ＭＰａ～１．０ＭＰａの範囲に
なるように０．２ＭＰａ刻みで、圧力ガスを充填し、各々のエアゾール剤を調製した。
【００６８】
　［液化ガスの充填］
　調製したＢ系又はＳ系のＯ／Ｗ三相乳化組成物からなる原液を、耐圧ガラス瓶に収容し
、次いで、Ｂ系又はＳ系のＯ／Ｗ三相乳化組成物からなる原液（２４ｇ、１５ｇ又は６ｇ
）に対して、ブタン（Ｂｕｔａｎｅ）、プロパン（Ｐｒｏｐａｎｅ）、ジメチルエーテル
（ＤＭＥ）又は、１，３，３，３－テトラフルオロプロパ－１－エン（１２３４－ｚｅ）
液化ガス（６ｇ、１５ｇ又は２４ｇ）を充填し、液化ガスの濃度が、２０質量％、５０質
量％、又は８０質量％となるように各々のエアゾール剤を調製した。
【００６９】
　＜評価１＞
　上記エアゾール剤の調製１で調製した、各々のエアゾール剤について、圧縮ガス又は液
化ガス充填した後、３日後の乳化組成物の乳化状態を、目視で観察し、評価を行った。評
価方法は以下の基準とした。
　　○：乳化状態に問題無し
　　×１：一部乳化が壊れた
　　×２：全体的に乳化が壊れ油水分離
【００７０】
　圧縮ガスを充填したエアゾール剤についての評価結果を、以下の表３に示し、液化ガス
を充填したエアゾール剤についての評価結果を、以下の表４に示す。なお、表４中の「－
」は、未測定のものを指す。以降、本発明書における表において、同様である。
【００７１】
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【表３】

【００７２】
【表４】

【００７３】
　表３、表４の結果から、Ｂ系又はＳ系のＯ／Ｗ三相乳化組成物からなる原液と、圧縮ガ
ス又は液化ガスの噴射剤とを含むエアゾール剤は、乳化組成物の乳化状態が安定であるこ
とが示された。
【００７４】
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　＜エアゾール剤の調製２＞
　（Ｗ／Ｏ三相乳化組成物からなる原液の調製）
　［Ｂ系のＷ／Ｏ三相乳化組成物からなる原液の調製］
　５質量％ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油、又は、５質量％ジステアリン酸デカグリセ
リルの閉鎖小胞体の分散液を調製した。これら分散液に、後述の噴射剤の充填において、
圧縮ガスを使用する場合は以下の表５に示す処方のとおりになるように、液化ガスを使用
する場合は以下の表６に示す処方のとおりになるように、油としてミリスチン酸イソプロ
ピルを加えて攪拌し、各々のＢ系のＷ／Ｏ三相乳化組成物からなる原液を調製した。
【００７５】
【表５】

【００７６】
【表６】

【００７７】
　［Ｓ系のＷ／Ｏ三相乳化組成物からなる原液の調製］
　０．１質量％寒天、又は０．１質量％ヒドロキシエチルセルロースの溶液から、各々の
重縮合ポリマー粒子の分散液を調製した。これら分散液に、表７に示すとおりの処方とな
るように、油としてリンゴ酸ジイソステアリルを加えて攪拌し、各々のＳ系のＷ／Ｏ三相
乳化組成物からなる原液を調製した。
【００７８】
【表７】

【００７９】
　（噴射剤の充填）
　［圧縮ガスの充填］
　調製したＢ系又はＳ系のＷ／Ｏ三相乳化組成物からなる原液を用いて、上記エアゾール
剤の調製１と同様の方法で圧縮ガスの充填を行い、各々のエアゾール剤を調製した。
【００８０】
　［液化ガスの充填］
　Ｂ系のＷ／Ｏ三相乳化組成物からなる原液から、外相である水を、原液全体の質量に対
して７０質量％の量取り除いた以外は上記エアゾール剤の調製１と同様の方法によって、
調製したＢ系のＷ／Ｏ三相乳化組成物からなる原液を用いて液化ガスの充填を行い、各々
のエアゾール剤を調製した。
【００８１】
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　＜評価２＞
　上記評価１と同様の方法で、エアゾール剤の調製２で調製したエアゾール剤について、
目視で観察し、評価を行った。
【００８２】
　圧縮ガスを充填したエアゾール剤についての評価結果を、以下の表８に示し、液化ガス
を充填したエアゾール剤についての評価結果を、以下の表９に示す。
【００８３】
【表８】

【００８４】
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【表９】

【００８５】
　表８、表９の結果から、Ｂ系又はＳ系のＷ／Ｏ三相乳化組成物からなる原液と、圧縮ガ
ス又は液化ガスの噴射剤とを含むエアゾール剤は、乳化組成物の乳化状態が安定であるこ
とが示された。
【００８６】
　＜エアゾール剤の調製３＞
　（界面活性剤を使用したＯ／Ｗ乳化組成物からなる原液の調製）
　以下の表１０に示す処方となるように、界面活性剤としてポリオキシエチレンオレイル
エーテルとモノステアリン酸グリセリルとを、油として流動パラフィンを用い、更に水を
用いて、界面活性剤使用Ｏ／Ｗ乳化組成物からなる原液を調製した。
【００８７】

【表１０】

【００８８】
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　（界面活性剤を使用したＷ／Ｏ乳化組成物からなる原液の調製）
　以下の表１１に示す処方１又は処方２の界面活性剤使用Ｗ／Ｏ乳化組成物からなる原液
の調製するために、界面活性剤として、モノイソステアリン酸ポリグリセリル、トリイソ
ステアリン酸ジグリセリル、オレイン酸ソルビタン、又はモノステアリン酸ポリオキシエ
チレンソルビタンを用い、油としてリンゴ酸ジイソステアリル、又は流動パラフィンを用
い、更に、水を用いた。また、処方２の場合は、更にパルミチン酸デキストリン（レオパ
ールＫＬ２、千葉製粉株式会社製）を用いて、界面活性剤使用Ｗ／Ｏ乳化組成物からなる
原液を調製した。
【００８９】
【表１１】

【００９０】
　（噴射剤の充填）
　［圧縮ガスの充填］
　調製したＯ／Ｗ又はＷ／Ｏ三相乳化組成物からなる原液を用いて、上記エアゾール剤の
調製１と同様の方法で圧縮ガスの充填を行い、各々のエアゾール剤を調製した。
【００９１】
　［液化ガスの充填］
　界面活性剤を使用したＷ／Ｏ乳化組成物からなる原液から、外相である水を、原液全体
の質量に対して７０質量％の量取り除いた以外は上記エアゾール剤の調製１と同様の方法
によって、調製したＯ／Ｗ又はＷ／Ｏ三相乳化組成物からなる原液を用いて液化ガスの充
填を行い、各々のエアゾール剤を調製した。
【００９２】
　＜評価３＞
　上記評価１と同様の方法で、エアゾール剤の調製３で調製したエアゾール剤について、
目視で観察し、評価を行った。
【００９３】
　圧縮ガスを充填したエアゾール剤についての評価結果を、以下の表１２に示し、液化ガ
スを充填したエアゾール剤についての評価結果を、以下の表１３に示す。
【００９４】



(17) JP 6417181 B2 2018.10.31

10

20

30

40

50

【表１２】

【００９５】

【表１３】

【００９６】
　上記の表１２、１３に示すとおり、液化ガスとしてジメチルエーテル（ＤＭＥ）を用い
た場合、Ｏ／Ｗ、又はＷ／Ｏのいずれの乳化組成物を用いたエアゾール剤においても、乳
化組成物の乳化状態が安定でない場合があった。これに対し、三相乳化組成物を用いたエ
アゾール剤においては、液化ガスとしてジメチルエーテル（ＤＭＥ）を用いた場合に、上
述の表４、表９で示すとおり、乳化組成物の乳化状態が安定であることが示された。
【００９７】
　＜エアゾール剤の調製４＞
　（Ｗ／Ｏ三相乳化組成物からなる原液の調製）
　［Ｂ系のＷ／Ｏ三相乳化組成物からなる原液の調製］
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　５質量％ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油の閉鎖小胞体の分散液を調製した。この分散
液に、以下の表１４に示す処方のとおりになるように、パルミチン酸デキストリン（レオ
パールＫＬ２、千葉製粉株式会社製）を含む流動パラフィンを加えて攪拌し、Ｂ系のＷ／
Ｏ三相乳化組成物からなる原液を調製した。
【００９８】
　［Ｓ系のＷ／Ｏ三相乳化組成物からなる原液の調製］
　０．１質量％ヒドロキシエチルセルロースの溶液から、重縮合ポリマー粒子の分散液を
調製した。これら分散液に、以下の表１４に示すとおりの処方となるように、パルミチン
酸デキストリン（レオパールＫＬ２、千葉製粉株式会社製）を含む流動パラフィンを加え
て攪拌し、Ｓ系のＷ／Ｏ三相乳化組成物からなる原液を調製した。
【００９９】
【表１４】

【０１００】
　（噴射剤の充填）
　［液化ガスの充填］
　Ｂ系又はＳ系のＷ／Ｏ三相乳化組成物からなる原液から、外相である水を、原液全体の
質量に対して７０質量％の量取り除いた以外は上記エアゾール剤の調製１と同様の方法に
よって、調製したＢ系又はＳ系のＷ／Ｏ三相乳化組成物からなる原液を用いて液化ガスの
充填を行い、各々のエアゾール剤を調製した。
【０１０１】
　＜評価４＞
　上記評価１と同様の方法で、エアゾール剤の調製４で調製したエアゾール剤について、
目視で観察し、評価を行った。
【０１０２】
　液化ガスを充填したエアゾール剤についての評価結果を、以下の表１５に示す。
【０１０３】
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【表１５】

【０１０４】
　表１５の結果から、Ｂ系又はＳ系のＷ／Ｏ三相乳化組成物からなる原液における油相に
おいて、パルミチン酸デキストリンを加えることで、流動パラフィンを含む乳化組成物の
乳化状態が安定となることが示された。
【０１０５】
　また、上記表１４のＢ系ストックソリューション又はＳ系ストックソリューションの替
わりに水を用いて組成物を調製した。この組成物と、Ｓ系のＷ／Ｏ三相乳化組成物につい
て、顕微鏡で観察した。その結果を、図１に示す。図１中、（ａ）は、Ｓ系のＷ／Ｏ三相
乳化組成物を顕微鏡で観察した画像を示し、（ｂ）は、上記表１４のＢ系ストックソリュ
ーション又はＳ系ストックソリューションの替わりに水を用いて調製された、Ｂ系ストッ
クソリューション又はＳ系ストックソリューションを含まない組成物を顕微鏡で観察した
画像を示す。図１に示すように、Ｓ系のＷ／Ｏ三相乳化組成物が乳化されているのに対し
、Ｂ系ストックソリューション又はＳ系ストックソリューションを含まない組成物は、乳
化されていないことが確認された。
【０１０６】
　＜エアゾール剤の調製５＞
　（Ｏ／Ｗ三相乳化組成物からなる原液の調製）
　［Ｓ系のＯ／Ｗ三相乳化組成物からなる原液の調製］
　０．１質量％ヒドロキシエチルセルロースの溶液を、重縮合ポリマー粒子の分散液とし
た。　これら分散液に、以下の表１６に示すとおりの処方となるように、アクリレートコ
ポリマー（Ｃａｒｂｏｐｏｌ　Ａｑｕａ　ＳＦ－１　ＯＳポリマー、Ｌｕｂｒｉｚｏｌ　
Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ，　Ｉｎｃ製）を含む流動パラフィンを加えて攪
拌し、Ｓ系のＯ／Ｗ三相乳化組成物からなる原液を調製した。なお、「Ｃａｒｂｏｐｏｌ
　Ａｑｕａ　ＳＦ－１　ＯＳポリマー」は、アクリル酸アルキル、メタクリル酸アルキル
、アクリル酸又はメタクリル酸のうち２種以上のモノマーで構成される共重合体である。
【０１０７】
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【表１６】

【０１０８】
　（噴射剤の充填）
　［液化ガスの充填］
　調製したＳ系のＯ／Ｗ三相乳化組成物からなる原液を用いて、上記エアゾール剤の調製
１と同様の方法によって、液化ガスの充填を行い、エアゾール剤を調製した。
【０１０９】
　＜評価５＞
　上記評価１と同様の方法で、エアゾール剤の調製５で調製したエアゾール剤について、
目視で観察し、評価を行った。
【０１１０】
　液化ガスを充填したエアゾール剤についての評価結果を、以下の表１７に示す。表１７
中の「添加物」とは、「アクリレートコポリマー」のことを指す。
【０１１１】

【表１７】

【０１１２】
　表１７の結果から、Ｓ系のＯ／Ｗ三相乳化組成物からなる原液における油相において、
アクリレートコポリマーを加えることで、乳化組成物の乳化状態が安定であることが示さ
れた。
【０１１３】
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　＜エアゾール剤の調製６＞
　（Ｏ／Ｗ三相乳化組成物からなる原液の調製）
　［Ｓ系のＯ／Ｗ三相乳化組成物からなる原液の調製］
　０．１質量％ヒドロキシエチルセルロースの溶液から、重縮合ポリマー粒子の分散液を
調製した。これら分散液に、以下の表１８に示すとおりの処方となるように、流動パラフ
ィンと水を加えて攪拌し、Ｓ系のＯ／Ｗ三相乳化組成物からなる原液を調製した。
【０１１４】
【表１８】

【０１１５】
　（噴射剤の充填）
　［圧縮ガスの充填］
　調製したＳ系のＯ／Ｗ三相乳化組成物からなる原液を耐圧ガラス瓶に収容し、次いで、
Ｓ系のＯ／Ｗ三相乳化組成物からなる原液３０ｇに対してＮ２の圧縮ガスを、２５℃にお
いて０．８ＭＰａとなるように充填し、調製６に係るエアゾール剤を調製した。
【０１１６】
　＜エアゾール剤の調製７＞
　（界面活性剤を使用したＯ／Ｗ乳化組成物からなる原液の調製）
　以下の表１９に示す処方となるように、界面活性剤としてポリオキシエチレンオレイル
エーテルとモノステアリン酸グリセリルとを、油として流動パラフィンを用い、更に水を
用いて、Ｏ／Ｗ乳化組成物からなる原液を調製した。
【０１１７】

【表１９】

【０１１８】
　（噴射剤の充填）
　［圧縮ガスの充填］
　調製したＯ／Ｗ乳化組成物からなる原液を用いて、エアゾール剤の調製６と同様の方法
で圧縮ガスの充填を行い、調製７に係るエアゾール剤を調製した。
【０１１９】
　＜評価６＞
　調製６に係るエアゾール剤、調製７に係るエアゾール剤を用いて、固体表面に対する付
着性の評価を行った。
【０１２０】
　測定は、以下の方法で行った。
【０１２１】
　（測定版の準備）
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　まず、ろ紙（ＱＵＡＬＩＴＡＴＩＶＥ　ＩＴＥＭ１　６００ｍｍ×６００ｍｍ）を１／
４に切り、３００ｍｍ×３００ｍｍのサイズにした。次いで、垂直に立たせたアルミ板に
、上記ろ紙をクリップで固定した。固定後、アルミ板を天秤の上に置き、０点補正を行っ
た。
【０１２２】
　（付着率の測定）
　まず、各々のエアゾール剤を容器に充填した状態で１５℃の恒温水槽に３０分以上浸漬
し、浸透後、エアゾール剤を恒温水槽から取り出し、水分をよく拭き取り、エアゾール剤
を充填した容器にアクチュエーターを取り付けて秤量し、この値を「Ｗ１」とした。その
後、気流の影響を受けない環境で、各々エアゾール剤を測定版から１５ｃｍ又は２０ｃｍ
の距離に固定し、５秒間噴射した後、ろ紙に付着した内容物を秤量した。この際の天秤の
値が内容物の付着量であり、この値を「Ｗ２」とした。また、噴射後のエアゾール剤の重
量を容器にアクチュエーターを取り付けた状態で測定し、この値を「Ｗ３」とした。これ
らＷ１～Ｗ３の値を用いて、付着率を以下の計算式を用いて算出した。なお、１５ｃｍの
距離からの噴射は、Ｎ＝５とし、２０ｃｍの距離からの噴射は、Ｎ＝３とした。
　　付着率（％）＝Ｗ２／（Ｗ１－Ｗ３）×１００
【０１２３】
　測定版から１５ｃｍの距離での噴射について、調製６に係るエアゾール剤（三相乳化に
係るエアゾール剤）の付着率は、５５．７０％であったのに対し、調製７に係るエアゾー
ル剤（界面活性剤乳化に係るエアゾール剤）の付着率は、４６．６８％であった。また、
測定版から２０ｃｍの距離での噴射について、調製６に係るエアゾール剤の付着率は、５
０．４４％であったのに対し、調製７に係るエアゾール剤（界面活性剤乳化に係るエアゾ
ール剤）の付着率は、２６．６１％であった。
【０１２４】
　また、各々のエアゾール剤の噴霧粒子の平均粒径を、測定回数Ｎ＝３の条件で測定した
ところ、調製６に係るエアゾール剤の噴霧粒子の平均粒径は、４４．９５μｍであったの
に対し、調製７に係るエアゾール剤の噴霧粒子の平均粒径は、４３．５２であり、ほとん
ど差がなかったことが確認された。なお、噴霧粒子の平均粒径は、ＬＤＳＡ粒度分布測定
装置（ＬＤＳＡ－３４００Ａ：日機装）により、測定した。
【０１２５】
　この結果より、エアゾール剤の原液として三相乳化組成物を用いた方が、界面活性剤を
使用した乳化組成物を用いるより、付着率が高いことが示された。また、付着する対象か
らの距離が離れると、界面活性剤を使用した乳化組成物を用いたエアゾール剤は、付着率
が著しく低下するが、三相乳化組成物を用いたエアゾール剤は、付着率が低下しにくいこ
と、すなわち、付着する対象からの距離が離れるほど、三相乳化組成物を用いたエアゾー
ル剤の付着性の高さが、顕著に現れることが示された。
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【図１】



(24) JP 6417181 B2 2018.10.31

10

20

30

40

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   Ｃ０９Ｋ   3/30     (2006.01)           Ｃ０９Ｋ    3/30     　　　Ｅ        　　　　　

(72)発明者  今井　洋子
            神奈川県横浜市神奈川区六角橋３丁目２７番１号　学校法人神奈川大学内
(72)発明者  小見　宏幸
            群馬県渋川市赤城町長井小川田６－５　小池化学株式会社赤城工場内
(72)発明者  ▲高▼田　健太
            群馬県渋川市赤城町長井小川田６－５　小池化学株式会社赤城工場内
(72)発明者  山元　薫
            群馬県渋川市赤城町長井小川田６－５　小池化学株式会社赤城工場内
(72)発明者  大平　哲也
            群馬県渋川市赤城町長井小川田６－５　小池化学株式会社赤城工場内
(72)発明者  英木　渚
            群馬県渋川市赤城町長井小川田６－５　小池化学株式会社赤城工場内

    審査官  横山　敏志

(56)参考文献  特開２００６－２３９６６６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０６－３２９５３２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００８－０３１０９８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００９－２８６７６９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０００－３１９６４３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１３－１９４０００（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００４－２５６４８６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０６－２７１４２２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１０－１１０６８５（ＪＰ，Ａ）　　　
              国際公開第１９９９／０２５３１０（ＷＯ，Ａ１）　　
              国際公開第２０１０／０６４６７８（ＷＯ，Ａ１）　　
              特開昭５４－０７９１８１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開昭５４－０１６０８２（ＪＰ，Ａ）　　　
              Colloids and Surfaces A: Physicochemical and Engineering Aspects，１９９６年，Vol.109
              ，pp.209-216

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｋ９／００－９／７２
              Ａ６１Ｋ４７／００－４７／６９
              Ａ６１Ｋ８／００－８／９９
              Ｃ０９Ｋ３／３０
              ＣＡｐｌｕｓ／ＲＥＧＩＳＴＲＹ／ＭＥＤＬＩＮＥ／ＥＭＢＡＳＥ／ＢＩＯＳＩＳ（ＳＴＮ）
              ＪＳＴＰｌｕｓ／ＪＭＥＤＰｌｕｓ／ＪＳＴ７５８０（ＪＤｒｅａｍＩＩＩ）
              Ｓｃｉｅｎｃｅ　Ｄｉｒｅｃｔ


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

